
原子力発電所周辺環境放射能測定結果の評価結果

平 成 １ ４ 年 １ １ 月 ２ ９ 日

福島県原子力発電所安全確保技術連絡会

平成１４年度第２四半期（平成１４年７～９月）の測定結果は、次に示すとおりであり、

環境安全評価 上問題となるものはありませんでした。※

１ 空間放射線

（１）空間線量率

各測定地点の月間平均値は従来と同程度 であり、有意の変動 は認められません※ ※

でした。

また、１時間値では、平常の変動幅 の上限を超えた時間帯及び各地点の最大値の※

出現時には降雨が観測されており、すべて降雨による自然放射線レベルの変動 と判※

断され、発電所に起因する線量率上昇は認められませんでした。

（２）空間積算線量

各測定地点の測定値は従来と同程度であり、発電所に起因する線量上昇は認められ

ませんでした。

２ 環境試料

（１）大気浮遊じんの常時監視結果（全アルファ放射能及び全ベータ放射能）

各測定地点の全アルファ放射能及び全ベータ放射能の月間平均値は、福島県におい

ては従来と同程度でした。また、東京電力㈱福島第一原子力発電所及び第二原子力発

電所においては、福島県と同程度でした。

福島県において平常の変動幅の上限を超えた値が測定されていますが、気象要因に

よる自然放射能レベルの変動と考えられました。また、東京電力㈱福島第一原子力発

電所及び第二原子力発電所における最大値の出現は、いずれも気象要因による自然放

射能レベルの変動と考えられました。

なお、発電所に起因する測定値の上昇は認められませんでした。

（２）環境試料の全ベータ放射能

各環境試料の全ベータ放射能は従来とほぼ同程度であり、有意の変動は認められま

せんでした。

（３）環境試料の核種分析結果（ガンマ線放出核種 及びトリチウム）※

人工放射性核種として、セシウム－１３７が海水、牛乳、ばれいしょ、ぶた肉、松

葉から検出されましたが核実験の影響 と判断される低いレベルでした。※

なお、上水からトリチウムが検出されましたが、自然及び核実験の影響と判断され

る低いレベルでした。

（注）※印については、用語の解説（９ページ）を参照してください。
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今期間の測定結果の概要

１ 空間放射線

（１）空間線量率

福島県２３地点、東京電力㈱福島第一原子力発電所８地点及び福島第二原子力発電所７

地点でＮａＩシンチレーション検出器により空間線量率を常時測定しました。

各地点の測定結果は以下のとおりです。

ア 月間平均値

各測定地点の月間平均値は、従来と同程度であり、有意の変動は認められませんでした。

空間線量率の月間平均値
（単位：nGy/h）

測定 月 間 平 均 値
過去の月間平均値

機関名 地点 ７ 月 ８ 月 ９ 月

福 島 県 ２３ ３６ ～ ４７ ３７ ～ ４８ ３８ ～ ５０ ３３ ～ ５２

東 福島第一
８ ３２ ～ ４０ ３３ ～ ４０ ３３ ～ ４１ ３２ ～ ４５

京 原子力発電所

電

力 福島第二
７ ３７ ～ ４７ ３９ ～ ４８ ３９ ～ ４８ ３８ ～ ４９

㈱ 原子力発電所

イ １時間値の変動状況

各測定地点における最大値は、各地点の過去の最大値を上回った地点がありましたが、

これらの出現時には降雨が観測されており、原子力発電所の運転状況、放出状況及び気象

状況から判断すると、降雨による自然放射線レベルの変動と考えられます。

また、３８地点において計２９６回平常の変動幅の上限を超過していますが、同様のこ

とから、降雨による自然放射線レベルの変動と考えられます。

空間線量率の最大値（１時間値）
（単位：nGy/h）

測定 月 間 最 大 値 ＊過去の最大値
機関名 地点 ７ 月 ８ 月 ９ 月

福 島 県 ２３ ４７ ～ ６１ ４９～１３３ ５８ ～ ８６ ６５～ ９９

東 福島第一
８ ４５ ～ ５４ ５９～１０２ ５７ ～ ６９ ９０～１０７

京 原子力発電所

電

力 福島第二
７ ４７ ～ ６０ ４５ ～ ６０ ７４ ～ ９７ ５９～ ８１

㈱ 原子力発電所

（注）* 各機関の最大値が、最小の測定地点～最大の測定地点の値を示しています。
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平常の変動幅超過状況

平常の変動幅超過回数
測定 平常の変動幅

７ 月 ８ 月 ９ 月
地点 (単位:nGy/h)

機関名 上限 下限 上限 下限 上限 下限

７ １１ ３０ ０ １５９ ０
福 島 県 ２３ ３３ ～ ６５

(５ ) (２ ) (12 ) (23 )地点 地点 地点 地点

東 福島第一 ０ ０ １９ ０ ２８ ０
８ ３０ ～ ５７

京 原子力発電所 (８ ) (８ )地点 地点

電

力 福島第二 ０ ７５ ０ ０ ５３ ０
７ ３６ ～ ６４

㈱ 原子力発電所 (１ ) (７ )地点 地点

（２）空間積算線量

今期間は、平成14年７月３日から平成14年１０月３日までの９２日間で、福島県１５地

点 、東京電力(株)福島第一原子力発電所１６地点及び福島第二原子力発電所１５地点で＊

熱蛍光線量計により空気中の放射線量を測定しました。

９０日換算値は従来と同程度であり、平常の変動幅を超えたものはありませんでした。

空間積算線量の９０日換算値
(mGy/90日）

測定 測 定 期 間
H14.7.3 ～ H14.10.3 過去の測定値 平常の変動幅

機関名 地点 積 算 線 量

福 島 県 １５ ０.１１ ～ ０.１４ ０.１０～０.２０ ０.０９～０.２２＊

東 福島第一
１６ ０.１０ ～ ０.１３ ０.１０～０.１７ ０.０９～０.１８

京 原子力発電所

電

力 福島第二
１５ ０.１０ ～ ０.１２ ０.１０～０.１７ ０.０８～０.２０

㈱ 原子力発電所

（注）* 福島県測定の１５地点のうち、郡山地点においては、周辺環境の変化に伴い自然

放射線レベルが変動したことから平常の変動幅を適用しないものとします。
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２ 環境試料
（１）大気浮遊じん

福島県５地点、東京電力㈱福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所がそれぞれ
２地点で大気浮遊じんの全アルファ放射能及び全ベータ放射能の連続測定を実施しました。
各地点の測定結果は以下のとおりです。

ア 月間平均値
福島県の各測定地点の月間平均値は従来と同程度でした。
東京電力㈱福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所の月間平均値については、

平成１３年８月に機器更新を行い新たに測定を開始したため、過去の月間平均値を設定し
ていませんが、福島県の過去の月間平均値と同程度でした。

大気浮遊じんの全アルファ放射能の月間平均値
（単位：Bq/ｍ ）３

測定 平 均 値
過去の月間平均値

機関名 地点 ７ 月 ８ 月 ９ 月

福 島 県 ５ 0.022～0.031 0.024～0.035 0.023～0.025 0.008～0.045

東 福島第一 *２ 0.016 0.018 0.017～0.022 －
京 原子力発電所
電
力 福島第二 *２ 0.015～0.017 0.020～0.021 0.017～0.018 －
㈱ 原子力発電所

(注) * 平成１３年８月から測定開始したので定めていません。

大気浮遊じんの全ベータ放射能の月間平均値
（単位：Bq/ｍ ）３

測定 平 均 値
過去の月間平均値

機関名 地点 ７ 月 ８ 月 ９ 月

福 島 県 ５ 0.039～0.053 0.042～0.058 0.041～0.047 0.021～0.076

東 福島第一 *２ 0.031～0.032 0.033～0.034 0.034～0.038 －
京 原子力発電所
電
力 福島第二 *２ 0.035～0.038 0.042～0.045 0.038～0.040 －
㈱ 原子力発電所

(注) * 平成１３年８月から測定開始したので定めていません。

イ 変動状況
福島県の各測定地点の最大値は、過去の最大値を上回ったものはありませんでした。
また、平常の変動幅の上限を超えたのは、全アルファ放射能が４地点で６回、全ベータ

放射能が４地点で７回でした。これらの変動は、全アルファ放射能及び全ベータ放射能の
相関関係 、後述の核種分析結果から、気象要因（降雨、風速、大気安定度）による自然※

放射能レベルの変動と考えられます。
東京電力㈱福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所の測定分については、平成

１３年８月に機器更新を行い新たに測定を開始しており、過去の最大値及び平常の変動幅
を設定していませんが、福島県の過去の測定値と同程度でした。また、これらの変動は、
全アルファ放射能及び全ベータ放射能の相関関係、後述の核種分析結果から、気象要因
（降雨、風速、大気安定度）による自然放射能レベルの変動と考えられます。

※については、用語の解説（９ページ）を参照してください。
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大気浮遊じんの全アルファ放射能の最大値
（単位：Bq/ｍ ）３

測定 最 大 値
過去の最大値

機関名 地点 ７ 月 ８ 月 ９ 月

福 島 県 ５ 0.11 ～0.21 0.15 ～0.24 0.13 ～0.18 0.34

東 福島第一 *２ 0.091～0.12 0.098～0.11 0.093 ～0.12 －
京 原子力発電所
電
力 福島第二 *２ 0.080～0.086 0.13 0.097 －
㈱ 原子力発電所

(注) * 平成１３年８月から測定開始したので定めていません。

大気浮遊じんの全ベータ放射能の最大値
（単位：Bq/ｍ ）３

測定 最 大 値
過去の最大値

機関名 地点 ７ 月 ８ 月 ９ 月

福 島 県 ５ 0.16 ～0.34 0.22 ～0.35 0.21 ～0.29 0.48

東 福島第一 *２ 0.13 ～0.17 0.14 ～0.16 0.14 ～0.16 －
京 原子力発電所
電
力 福島第二 *２ 0.13 ～0.15 0.20 ～0.21 0.16 ～0.17 －
㈱ 原子力発電所

(注) * 平成１３年８月から測定開始したので定めていません。
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全アルファ放射能の平常の変動幅超過状況

平常の変動幅超過回数
測定 平常の変動幅

７ 月 ８ 月 ９ 月
地点 (単位:Bq/ｍ )３

機関名 上限 下限 上限 下限 上限 下限

０ ０ ４ ０ ２ ０
福 島 県 ５ － ～ 0.24*1

(４ ) (２ )地点 地点

東 福島第一 *2２ － － － － － － －
京 原子力発電所

電

力 福島第二 *2２ － － － － － － －
㈱ 原子力発電所

(注)*1 下限値がゼロとなるため特に定めていません。

*2 平成１３年８月から測定開始したので定めていません。

全ベータ放射能の平常の変動幅超過状況

平常の変動幅超過回数
測定 平常の変動幅

７ 月 ８ 月 ９ 月
地点 (単位:Bq/ｍ )３

機関名 上限 下限 上限 下限 上限 下限

０ １ ４ ０ ３ ０
福 島 県 ５ 0.009 ～ 0.36

(１ ) (４ ) (２ )地点 地点 地点

東 福島第一 *２ － － － － － － －
京 原子力発電所

電

力 福島第二 *２ － － － － － － －
㈱ 原子力発電所

(注) * 平成１３年８月から測定開始したので定めていません。
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（２）大気浮遊じん及び降下物の核種濃度

福島県５地点及び東京電力㈱福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所各２地点に

おいて採取した大気浮遊じんから検出された人工放射性核種はありませんでした。

また、福島県が２地点で採取した降下物から検出された人工放射性核種はありませんで

した。

（３）環境試料の全ベータ放射能及び核種濃度

福島県及び東京電力㈱福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所が今期間測定した

環境試料(大気浮遊じん､降下物を除く)は、上水、海水、海底沈積物、牛乳、ばれいしょ、

ぶた肉、鶏卵、なし、松葉、ほっきがい、ほんだわらの１１品目で、合計５９試料でした。

ア 全ベータ放射能

環境試料の全ベータ放射能は、牛乳において、平常の変動幅の上限及び過去１０年間の

測定値の範囲を超えていますが、後述の核種分析結果から自然放射能レベルの変動と考え

られます。

なお、他の試料については、過去の測定値と同程度でした。

（ばれいしょ、ぶた肉、鶏卵、なしについては、平成８年度からの測定でありデータ数

が少ないため、平常の変動幅は設定していません。）

環境試料中の全ベータ放射能

試 料 名 試料数 単 位 測 定 値 過去１０年間の測定値

上 水 ６ ０.０３ ～ ０.０８ ＬＴＤ ～ ０.１０
çBq/

海 水 １０ ＬＴＤ ～ ０.０２ ＬＴＤ ～ ０.０７

海 底 沈 積 物 ８ Bq/kg乾 ３６４ ～ ７３４ ２１１ ～ ９５８

牛 乳 ９ ３９ ～ ６３ ３０ ～ ５６

ば れ い し ょ ６ ９７ ～ １２３ ７３ ～ １２４ ＊

ぶ た 肉 １ ８２ ７８ ～ １００ ＊

鶏 卵 ２ ３７ ～ ３８ ３５ ～ ４０ ＊
Bq/kg生

な し １ ３２ ２９ ～ ３８ ＊

松 葉 １１ ４８ ～ １０４ ４４ ～ １２２

ほ っ き が い １ ７１ ６１ ～ １０２

ほ ん だ わ ら ４ ２２９ ～ ４１０ １９０ ～ ５９２

（注）１．「過去10年間」は、平成４年度から平成13年度です。
２．＊については、調査対象とした平成８年度からです。
３．ＬＴＤは、検出限界未満です。
４．すずきについては、規定重量に満たないため参考値扱いとし、ここでは記載して
いません。



- 7 -

イ 核種濃度（ガンマ線放出核種及びトリチウム）

測定した環境試料のうち、セシウム－１３７が海水、牛乳、ばれいしょ、ぶた肉、松葉

の５品目の合計１８試料から検出されましたが、核実験の影響と判断される低いレベルで

した。

なお、その他のガンマ線放出核種については検出されませんでした。

また、トリチウムが上水の２試料から検出されましたが、自然及び核実験の影響と判断

される低いレベルでした。

環境試料中のセシウム－１３７濃度

試 料 名 試料数 単 位 測 定 値 過去１０年間の測定値

上 水 ６ ＬＴＤ ＬＴＤ
çBq/

海 水 １０ ＬＴＤ ～ ０.００２ ＬＴＤ ～ ０.００５

海 底 沈 積 物 ８ Bq/kg乾 ＬＴＤ ＬＴＤ ～ ３.６

牛 乳 ９ ＬＴＤ ～ ０．０７ ＬＴＤ ～ ０.２１

ば れ い し ょ ６ ＬＴＤ ～ ０．０８ ＬＴＤ ～ ０.１１ ＊

ぶ た 肉 １ ０．０８ ０．０９ ～ ０.２７ ＊

鶏 卵 ２ ＬＴＤ ＬＴＤ ～ ０.０２ ＊
Bq/kg生

な し １ ＬＴＤ ＬＴＤ ＊

松 葉 １１ ＬＴＤ ～ ０.２０ ＬＴＤ ～ ０.５８

ほ っ き が い １ ＬＴＤ ＬＴＤ ～ ０.０７

ほ ん だ わ ら ４ ＬＴＤ ＬＴＤ ～ ０.１３

（注）１．「過去10年間」は、平成４年度から平成13年度です。

２．＊については、調査対象とした平成８年度からです。

３．ＬＴＤは、検出限界未満です。

４．すずきについては、規定重量に満たないため参考値扱いとし、ここでは記載して
いません。

環境試料中のトリチウム濃度

試 料 名 試料数 単 位 測 定 値 過去１０年間の測定値

上 水 ６ ＬＴＤ～０．５５ ＬＴＤ ～ ２.０
çBq/

海 水 １０ ＬＴＤ ＬＴＤ ～ １.４

（注）１．「過去10年間」は、平成４年度から平成13年度です。

２．ＬＴＤは、検出限界未満です。
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【用語の解説】

①環境安全評価
原子炉等規制法により発電所の周辺監視区域外での一般公衆の実効線量限度は１ミリシ

ーベルトと定められており、環境安全評価上は、（原子力発電所周辺地域住民の健康と安
全を確保する上では、）原子力発電所の稼働による住民の実効線量が敷地境界外で１ミリ
シーベルト／年を十分下回っていることが判断基準となると考えられます。

②従来と同程度
空間線量率の測定値は測定装置の設置場所周辺の環境変化、測定機器の更新等により変

動するため、それぞれの測定地点において同様の測定を実施しているとみなせる期間の値
と比較して同程度と判断されます。空間積算線量、環境試料も同様です。

③有意の変動
空間線量率や全ベータ放射能等の測定値に、統計的に見て何らかの変化が生じたと考え

られるような値の変動のことをいいます。

④平常の変動幅
測定機関で得られた多数の測定値を評価検討するにあたり、合理的、かつ容易に注目す

べき測定値を抽出し、チェックできるよう「平常の変動幅」を設定しています。
この平常の変動幅は、過去の測定値をもとに統計的手法を用いて定めたものであり、通

常の測定では、この値を超える確率は小さいと考えられます。しかし､(1)降雨雪等自然環
境の変化、(2)核実験の影響、(3)測定器系のトラブル、(4)原子力施設の影響等により、
この値を超える確率は通常よりも大きくなります。
したがって、測定値が平常の変動幅を超えた場合には、その原因について調査検討する

こととしています。

⑤降雨雪による自然放射線レベルの変動
一般に降雨雪時には、空気中に舞い上がっているラドン、トロンとその娘核種及び大気

浮遊じん等に含まれる自然の放射性物質が、雨滴等に取り込まれ地表付近に降下し、降り
始めの一時期に空間線量率が上昇します。
また、降雨雪が多くなると地表の水分による放射線の吸収作用により、大地からの放射

線が遮へいされ、空間線量率が低下することがあります。

⑥ガンマ線放出核種
環境試料に含まれるガンマ線を放出する核種のうち原子力発電所からの影響を評価する

ため、クロム-51、マンガン-54、コバルト-58、鉄-59、コバルト-60、ジルコニウム-95、
ニオブ-95、ルテニウム-106、セシウム-134、セシウム-137、セリウム-144を測定対象と
しております。また、ほうれんそう、牛乳、ほんだわら等については、これらに加えてよ
う素-131も対象としています。

⑦核実験の影響
環境試料の核種濃度については、昭和５５年以前に行われた中国の大気圏核実験の影響

により、セシウム-137の放射能レベルの上昇が松葉などに見られるとともに、ほうれんそ
うなどの試料からジルコニウム-95、ニオブ-95、セシウム-137、セリウム-144などが検出
されました。
その後、中国の大気圏核実験の停止に伴い、全体的に環境試料の放射能レベルは減少し

ていましたが、現在に至っても、半減期の長いセシウム-137、ストロンチウム-90、プル
トニウムが全国的に微量ながら検出されています。
なお、昭和６１年に起きた旧ソ連チェルノブイリ原子力発電所の事故により、県内でも

よう素-131、セシウム-134、セシウム-137などが一時的に検出されましたが、現在ではそ
の影響は極めて小さなものとなっています。

⑧大気浮遊じんの全アルファ放射能及び全ベータ放射能の相関関係
通常、一般環境の大気浮遊じんの全アルファ・全ベータ放射能濃度は、大気が安定し、

風が弱いときは高い傾向を示し、降雨雪時や強風の時は低い、というように変動していま
すが、自然界のラドン、トロン濃度を反映し、一定の相関をもっていることが知られてい
ます。これに対して、人工の放射性物質を含む浮遊じんが降下すると、この相関からはず
れます。これまで、中国の核実験や旧ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故の際には、浮
遊じん中の全ベータ放射能が高くなり、この相関から大きくずれた事例が見られました。


